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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　筐体と、
　記録媒体を支持する記録媒体支持部および前記記録媒体の給送方向における上流側に設
けられるとともに前記筐体に支持される回動軸を有し、前記回動軸を支点として前記記録
媒体支持部を回動することにより記録媒体を給送ローラーに当接させるホッパーと、
　前記ホッパーの前記給送方向の上流側で、前記ホッパーと協働して前記記録媒体を支持
する使用位置と、前記記録媒体支持部における前記記録媒体を支持する側とは反対側であ
る背面側と隣り合うように設けられた収容空間へ収容される収容位置と、の間で移動可能
な記録媒体支持板と、
　を備えた給送装置であって、
　前筐体および前記記録媒体支持板のそれぞれに設けられ、前記記録媒体支持板の前記使
用位置と前記収容位置との間の移動を案内する案内溝を備え、
　前記回動軸の軸線は、前記記録媒体支持部における前記給送方向の上流側端部より、前
記給送方向の上流側に位置するように設けられ、
　前記記録媒体支持板における前記給送方向の下流側端部は、前記記録媒体支持板が前記
使用位置に位置する際に、前記給送方向において前記回動軸の前記軸線と前記記録媒体支
持部との間に位置する、
　ことを特徴とする給送装置。
【請求項２】
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　請求項１に記載の給送装置であって、
　前記記録媒体支持板に設けられ、前記筐体の前記案内溝によって案内される突起部と、
　前記筐体に設けられ、前記記録媒体支持板の前記案内溝を規制する突起部と、を備える
、
　ことを特徴とする給送装置。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の給送装置であって、
　前記ホッパーの前記記録媒体支持部に設けられ、前記記録媒体支持部に支持された前記
記録媒体の前記給送方向と交差する幅方向における一方の端部を規制する固定エッジガイ
ドと、
　前記固定エッジガイドに設けられ、前記前記記録媒体支持部に支持された前記記録媒体
の厚さ方向を規制する記録媒体押さえ部と、
　前記記録媒体支持部の前記記録媒体押さえ部と対向する領域に設けられ、前記収容空間
を臨む連通部と、を備える、
　ことを特徴とする給送装置。
【請求項４】
　筐体と、
　記録媒体を支持する記録媒体支持部および前記記録媒体の給送方向における上流側に設
けられるとともに前記筐体に支持される回動軸を有し、前記回動軸を支点として前記記録
媒体支持部を回動することにより記録媒体を給送ローラーに当接させるホッパーと、
　前記ホッパーの前記給送方向の上流側で、前記ホッパーと協働して前記記録媒体を支持
する使用位置と、前記記録媒体支持部における前記記録媒体を支持する側とは反対側であ
る背面側と隣り合うように設けられた収容空間へ収容される収容位置と、の間で移動可能
な記録媒体支持板と、
　を備えた給送装置であって、
　前記ホッパーの前記記録媒体支持部に設けられ、前記記録媒体支持部に支持された前記
記録媒体の前記給送方向と交差する幅方向における一方の端部を規制する固定エッジガイ
ドと、
　前記固定エッジガイドに設けられ、前記前記記録媒体支持部に支持された前記記録媒体
の厚さ方向を規制する記録媒体押さえ部と、
　前記記録媒体支持部の前記記録媒体押さえ部と対向する領域に設けられ、前記収容空間
を臨む連通部と、を備え、
　前記回動軸の軸線は、前記記録媒体支持部における前記給送方向の上流側端部より、前
記給送方向の上流側に位置するように設けられ、
　前記記録媒体支持板における前記給送方向の下流側端部は、前記記録媒体支持板が前記
使用位置に位置する際に、前記給送方向において前記回動軸の前記軸線と前記記録媒体支
持部との間に位置する、
　ことを特徴とする給送装置。
【請求項５】
　請求項１から請求項４のいずれか一項に記載の給送装置と、
　前記記録媒体に文字や画像を記録する記録部と、
　を備えることを特徴とする記録装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、給送装置、記録装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　記録装置の一例であるインクジェット式記録装置には、複数の用紙を積載する用紙サポ
ートを備え、用紙サポートに積載された複数の用紙のうちの最上部の１枚の用紙を取り出
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し、文字や画像を記録する記録部側に給送する給送装置が備えられたものがある。
　このようなインクジェット式記録装置では、用紙サポートを収容する収容部を備え、不
使用時には、収容部に用紙サポートを収容し、インクジェット式記録装置を保管するスペ
ースを小さくしたものがある。例えば、特許文献１では、収容部に案内溝を設け、不使用
時には、用紙サポートを案内溝に沿って収容部に収容するインクジェット式記録装置が開
示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００４－５１３５８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１のインクジェット式記録装置には、給紙装置の背面部に用紙
サポートを収容するための収容部を設けるので、インクジェット式記録装置が大型化して
しまうという課題がある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、上述の課題の少なくとも一部を解決するためになされたものであり、以下の
形態または適用例として実現することが可能である。
【０００８】
　［適用例１］
　筐体と、記録媒体を支持する記録媒体支持部および前記記録媒体の給送方向における上
流側に設けられるとともに前記筐体に支持される回動軸を有し、前記回動軸を支点として
前記記録媒体支持部を回動することにより記録媒体を給送ローラーに当接させるホッパー
と、前記ホッパーの前記給送方向の上流側で、前記ホッパーと協働して前記記録媒体を支
持する使用位置と、前記記録媒体支持部における前記記録媒体を支持する側とは反対側で
ある背面側と隣り合うように設けられた収容空間へ収容される収容位置と、の間で移動可
能な記録媒体支持板と、を備えた給送装置であって、前筐体および前記記録媒体支持板の
それぞれに設けられ、前記記録媒体支持板の前記使用位置と前記収容位置との間の移動を
案内する案内溝を備え、前記回動軸の軸線は、前記記録媒体支持部における前記給送方向
の上流側端部より、前記給送方向の上流側に位置するように設けられ、前記記録媒体支持
板における前記給送方向の下流側端部は、前記記録媒体支持板が前記使用位置に位置する
際に、前記給送方向において前記回動軸の前記軸線と前記記録媒体支持部との間に位置す
る、ことを特徴とする給送装置。
【０００９】
　本適用例によれば、回動軸の軸線は、記録媒体支持部における給送方向の上流側端部よ
り、給送方向の上流側に位置するように設けられる。そして、記録媒体支持板における給
送方向の下流側端部は、記録媒体支持板が使用位置に位置する際に、給送方向において回
動軸の軸線と記録媒体支持部との間に位置する。これにより、記録媒体支持板を収納する
収納空間をより給送ローラー側に設定できる。そのため、給送装置が大型化することを抑
制できる。
【００１０】
　［適用例２］前記記録媒体支持板には、前記記録媒体の載置面と直交する方向に突起し
、複数の前記記録媒体の幅方向を規制する幅方向規制部が備えられ、前記ホッパーの上流
側には、前記幅方向における前記幅方向規制部の位置に切り欠き部が形成されていること
を特徴とする上記給送装置。

【００１１】
　本適用例によれば、記録媒体支持板が記録媒体を載置した状態から、立設した状態に移
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動するとき、記録媒体支持板の幅方向規制部が切り欠き部を通過することができる。その
ため、立設させた状態で記録媒体支持板を支持する支持部の位置をさらに給送ローラー側
に設定できる。
【００１２】
　［適用例４］上記給送装置と、前記記録媒体に文字や画像を記録する記録部と、を備え
た記録装置。
【００１３】
　本適用例によれば、記録媒体支持板を立設させた状態で支持する支持部の位置をより給
送ローラー側に設定できる。そのため、記録装置が大型化することを抑制できる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】インクジェット式記録装置の外観斜視図。
【図２】給送装置の外観斜視図。
【図３】インクジェット式記録装置の概略構成を示す模式図。
【図４】第１用紙サポートをホッパーの背面側に収容した状態を示す斜視図。
【図５】切り欠き部が形成された部分の拡大斜視図。
【図６】（ａ）は、第１用紙サポートを主走査方向から見た図、（ｂ）は、第１用紙サポ
ートの載置面の垂直方向から見た図。
【図７】（ａ）は、筐体の案内溝を主走査方向から見た図、（ｂ）は、筐体の案内溝を副
走査方向から見た図。
【図８】第１用紙サポートとホッパーと案内溝との位置関係を示した図。
【図９】（ａ）は、本実施形態におけるインクジェット式記録装置の案内溝の位置を示す
図、（ｂ）は、比較例におけるインクジェット式記録装置の案内溝の位置を示す図。
【図１０】比較例におけるホッパーに開口部が形成された部分の拡大斜視図。
【図１１】ホッパーの外形と、第１用紙サポートを、用紙を載置する状態から立設させた
状態に移動するまでの移動領域とを示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の実施形態について、図面を参照して説明する。
【００１６】
　（実施形態）
　図１は、本実施形態に係る記録装置の一例であるインクジェット式記録装置１の正面側
から見た外観斜視図である。外装カバー２には、使用者がインクジェット式記録装置１の
電源をオン・オフするための操作ボタンや、印刷条件を設定するための操作ボタンなどが
備えられた操作部４が備えられる。また、外装カバー２には、設定する印刷条件や、用紙
が給紙されていないことを示すエラーなどを表示するための液晶パネル３が備えられる。
【００１７】
　インクジェット式記録装置１における背面側すなわち副走査方向Ｄ２上流側には、ホッ
パー８が備えられる。ホッパー８は、記録媒体としての用紙Ｓにおける給送方向Ｄ１下流
側を支持する。
【００１８】
　ホッパー８には、用紙Ｓの幅方向すなわち主走査方向Ｄ３において用紙Ｓの端部を規制
する移動エッジガイド８０と固定エッジガイド８１とが備えられる。移動エッジガイド８
０は、主走査方向Ｄ３に移動可能で、用紙Ｓの図面左側の端部を規制する。固定エッジガ
イド８１は、用紙Ｓの図面右側の端部を規制する。
【００１９】
　ホッパー８の主走査方向Ｄ３における両側には、回動可能に筐体９に支持された回動軸
８３が設けられる。
【００２０】
　ホッパー８の固定エッジガイド８１には、厚さ方向規制部材としての用紙押さえ部８２
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が備えられる。用紙押さえ部８２は、ホッパー８に載置された用紙Ｓの厚さ方向を規制す
る。
【００２１】
　ホッパー８の給送方向Ｄ１上流側には、用紙Ｓにおける給送方向Ｄ１上流側を載置面７
１によって支持する記録媒体支持板としての第１用紙サポート７が備えられる。第１用紙
サポート７の載置面７１は、ホッパー８と協働して用紙Ｓを載置する。
【００２２】
　第１用紙サポート７の用紙の幅方向における図面右側には、用紙Ｓの厚さ方向すなわち
載置面７１と直交する方向に突起し、用紙Ｓの幅方向の端部を規制する幅方向規制部とし
ての突起部７０が設けられる。
【００２３】
　第１用紙サポート７の給送方向Ｄ１上流側には、用紙Ｓにおける給送方向Ｄ１上流側を
載置面６０によって支持する第２用紙サポート６が備えられる。
【００２４】
　ホッパー８、第１用紙サポート７、第２用紙サポート６に支持された複数の用紙Ｓのう
ちの最上部の１枚の用紙Ｓが、外装カバー２内に給送され、文字や画像が記録された用紙
Ｓが開口部５から副走査方向Ｄ２下流側に排出される。
【００２５】
　図２は、複数の用紙Ｓと外装カバー２を取り除き、正面側から見た給送装置３０の外観
斜視図である。ホッパー本体８４には、用紙Ｓを載置するための載置面８４ａが形成され
ている。
【００２６】
　筐体９の主走査方向Ｄ３における両側には、鉛直方向Ｄ４に長く延びる案内溝９０が形
成されている。使用者は、第１用紙サポート７を案内溝９０に沿って鉛直方向Ｄ４下側に
移動させ、ホッパー８の背面側に収容することができる。
【００２７】
　ホッパー８における移動エッジガイド８０は、ガイド部８８に沿って主走査方向Ｄ３に
移動可能な移動部８６に備えられる。移動部８６には、用紙Ｓを支持するための載置面８
６ａが形成されている。
【００２８】
　給送方向Ｄ１において、ホッパー本体８４の載置面８４ａの給送方向Ｄ１上流側の端部
８５の位置と、移動部８６の載置面８６ａの給送方向Ｄ１上流側の端部８７の位置とは略
同じ位置にあり、載置面８４ａ，８６ａの上流側の端部８５，８７は、回動軸８３の外形
を含む回動軸８３の位置より下流側に位置する。
【００２９】
　ホッパー８の給送方向Ｄ１下流側には、略Ｄ型の側面視形状の給送ローラー１０と、一
定の回転負荷が付与された状態で、給送ローラー１０と従動回転可能かつ給送ローラー１
０と離接可能なリタードローラー１１とが備えられる。
【００３０】
　ホッパー８は、回動軸８３を支点として回動することにより、載置面８４ａ，８６ａに
載置された用紙Ｓを、給送ローラー１０に当接させたり、離間させたりする。ホッパー８
が回動することにより、ホッパー８に載置された複数の用紙Ｓの厚さ方向最上部が給送ロ
ーラーに当接し、給送ローラー１０とリタードローラー１１とによる分離作用により、複
数の用紙Ｓのうちの最上部の１枚の用紙Ｓが給送方向Ｄ１下流側に給送される。
【００３１】
　ホッパー８の給送方向Ｄ１下流側には、給送方向Ｄ１方向に移動する戻しレバー１２が
備えられる。戻しレバー１２は、最上部の１枚の用紙Ｓの給送方向Ｄ１下流側への移動に
伴って給送方向Ｄ１下流側に移動した複数の用紙Ｓを、給送方向Ｄ１下流側の端部を揃え
ながら、給送方向Ｄ１上流側に戻すことができる。
【００３２】
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　本実施形態における給送部は、給送ローラー１０、リタードローラー１１、戻しレバー
１２を含んで構成される。
【００３３】
　図３は、インクジェット式記録装置１の概略構成を示す模式図である。複数の用紙Ｓが
ホッパー８、第１用紙サポート７、第２用紙サポート６によって支持される。ホッパー８
が回動軸８３を支点として回動することにより、用紙Ｓが給送ローラー１０に当接し、給
送ローラー１０とリタードローラー１１とによる分離作用によって、最上部の１枚の用紙
Ｓが副走査方向Ｄ２下流側に給送される。
【００３４】
　インクジェット式記録装置１には、用紙Ｓの搬送手段として、搬送ローラー１３，１５
、搬送ローラー１３，１５とそれぞれ従動する従動ローラー１４，１６、搬送ローラー１
３，１５を駆動回転させる紙送りモーター（不図示）などが備えられる。給送された用紙
Ｓは、搬送手段によって副走査方向Ｄ２下流側に、用紙支持部２０に沿って搬送される。
【００３５】
　インクジェット式記録装置１には、記録ヘッド１８の往復移動手段として、記録ヘッド
１８を備えたキャリッジ１７、キャリッジ１７を主走査方向Ｄ３にガイドするガイド軸１
９、キャリッジ１７に固定されたタイミングベルト（不図示）、タイミングベルトを回転
駆動させるキャリッジモーター（不図示）などが備えられる。記録ヘッド１８は、往復移
動手段によって、主走査方向Ｄ３に往復移動される。
【００３６】
　本実施形態における記録部４０は、用紙Ｓを副走査方向Ｄ２に搬送させる搬送手段、記
録ヘッド１８を主走査方向Ｄ３に往復移動させる往復移動手段、インクを噴射する記録ヘ
ッド１８を含んで構成される。
【００３７】
　インクジェット式記録装置１の記録部４０は、搬送手段によって用紙Ｓを副走査方向Ｄ
２に移動させながら、往復移動手段によって主走査方向Ｄ３に往復移動する記録ヘッド１
８からインクを噴射させて、用紙Ｓに文字や画像を記録する。
【００３８】
　図４は、第１用紙サポート７をホッパー８の背面側に収容した状態を示す斜視図である
。第１用紙サポート７は、図２の筐体９に設けられた案内溝９０に沿って、ホッパー８の
背面側すなわち副走査方向Ｄ２上流側に収容される。第２用紙サポート６は、第１用紙サ
ポート７に形成された凹状収容部７４に収容される。
【００３９】
　図５は、ホッパー本体８４における固定エッジガイド８１側の給送方向Ｄ１上流側部分
の拡大斜視図である。ホッパー本体８４における用紙押さえ部８２が対向する領域には、
切り欠き部８９が形成されている。切り欠き部８９は、樹脂材料から型を用いてホッパー
本体８４と用紙押さえ部８２とを一体的に成形する際に設けられるものである。
【００４０】
　切り欠き部８９は、ホッパー本体８４における給送ローラー１０と反対側で、用紙Ｓの
幅方向すなわち主走査方向Ｄ３における突起部７０の位置に形成されている。
【００４１】
　図５は、第１用紙サポート７がホッパー８の背面側に収容された状態を示す。使用者が
第１用紙サポート７を図２の案内溝９０に沿って、鉛直方向Ｄ４下側に移動させるとき、
図２の第１用紙サポート７の突起部７０は、切り欠き部８９の領域を通り、ホッパー本体
８４に当接することなく、第１用紙サポート７をホッパー８の背面側（副走査方向Ｄ２上
流側）すなわちホッパー８の給送ローラー１０と反対側に収容することができる。
【００４２】
　図６（ａ）は、第１用紙サポート７を主走査方向Ｄ３から見た図である。第１用紙サポ
ート７には、載置面７１に沿って長く延びる案内溝７２が形成されている。図６（ｂ）は
、第１用紙サポート７に案内溝７２が形成されている部分を載置面７１の垂直方向から見
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た図である。第１用紙サポート７には、主走査方向Ｄ３に突起する柱状突起７３が形成さ
れている。図６（ａ）に示すように、柱状突起７３の中心と案内溝７２の中心とは、一点
鎖線で示す同一線上に位置するように設けられている。
【００４３】
　図７（ａ）は、筐体９におけるホッパー８の背面側すなわちホッパー８の副走査方向Ｄ
２上流側に位置する案内溝９０を主走査方向Ｄ３から見た図である。筐体９には、鉛直方
向Ｄ４に長く延びる案内溝９０が形成されている。
【００４４】
　また、鉛直方向Ｄ４における案内溝９０の上側には、案内溝９０と連続し、案内溝９０
の位置から副走査方向Ｄ２下流側に長く延びた溝部である係止部９１が形成されている。
【００４５】
　図７（ｂ）は、案内溝９０を、副走査方向Ｄ２から見た図である。筐体９における案内
溝９０の鉛直方向Ｄ４上側には、主走査方向Ｄ３に突起する柱状突起９２が形成されてい
る。図７（ａ）に示すように、柱状突起９２の中心と案内溝９０の中心とは、一点鎖線で
示す同一線上に位置するように設けられている。
【００４６】
　次に、第１用紙サポート７がホッパー８の給送方向Ｄ１上流側の位置（図１、図２参照
）から、ホッパー８の背面側の位置（図４、図５参照）に移行するまでの動作について説
明する。
【００４７】
　図８（ａ）、（ｂ）、（ｃ）は、第１用紙サポート７とホッパー８と案内溝９０との位
置関係を示した図である。図８（ａ）は、第１用紙サポート７が用紙Ｓを載置する状態（
図１参照）にあるときの図である。
【００４８】
　図８（ａ）の筐体９に設けられた柱状突起９２は、第１用紙サポート７の案内溝７２内
部に位置し、第１用紙サポート７の柱状突起７３は、筐体９に設けられた係止部９１に係
止される。
【００４９】
　これにより、図８（ａ）の第１用紙サポート７は、ホッパー８の移動部８６の載置面８
６ａと、ホッパー本体８４の載置面８４ａと、第１用紙サポート７の載置面７１とが略同
一面となるように位置することができる。
【００５０】
　図８（ａ）の第１用紙サポート７の柱状突起７３は、係止部９１の位置から、図８（ｂ
）に示すように、筐体９に設けられた案内溝９０の位置に移動する。図８（ｂ）の第１用
紙サポート７の案内溝７２は、筐体９に設けられた柱状突起９２によって規制され、第１
用紙サポート７の載置面７１の面方向が鉛直方向Ｄ４となる。
【００５１】
　図８（ｂ）の第１用紙サポート７の柱状突起７３は、筐体９に設けられた案内溝９０に
沿って鉛直方向Ｄ４下側に移動し、図８（ｃ）に示すように、柱状突起７３は、案内溝９
０の底部に当接する。
【００５２】
　案内溝９０は、本実施形態における支持部を構成し、ホッパー８の給送ローラー１０と
反対側の位置で、第１用紙サポート７を立設させた状態で支持する。
【００５３】
　次に、本実施形態におけるインクジェット式記録装置１の案内溝９０の位置と、比較例
におけるインクジェット式記録装置の案内溝の位置と、を比較して説明する。
【００５４】
　図９（ａ）は、本実施形態におけるインクジェット式記録装置１の案内溝９０の位置を
示す図である。図９（ａ）は、図８（ａ）の状態と同じであり、第１用紙サポート７の載
置面７１の面方向が、給送方向Ｄ１にあるときの状態を示す図である。
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【００５５】
　図９（ａ）のＰ１は、ホッパー８の回動軸８３の支点位置を示す。Ｐ２は、ホッパー８
のホッパー本体８４の給送方向Ｄ１下流側の端部の位置を示す。
【００５６】
　図９（ｂ）は、比較例におけるインクジェット式記録装置の案内溝１１０の位置を示す
図である。図９（ｂ）のＰ３は、比較例におけるインクジェット式記録装置のホッパー１
００の回動軸１０５の支点位置を示す。Ｐ４は、ホッパー１００のホッパー本体１０３の
給送方向Ｄ１下流側の端部の位置を示す。
【００５７】
　図９（ａ）の本実施形態におけるインクジェット式記録装置１の支点位置Ｐ１から端部
の位置Ｐ２までの副走査方向Ｄ２における距離Ｌ１と、図９（ｂ）の比較例におけるイン
クジェット式記録装置の支点位置Ｐ３から端部の位置Ｐ４までの副走査方向Ｄ２における
距離Ｌ１とは同じである。
【００５８】
　図９（ａ）の本実施形態におけるインクジェット式記録装置１の支点位置Ｐ１から端部
の位置Ｐ２までの鉛直方向Ｄ４における距離Ｌ２と、図９（ｂ）の比較例におけるインク
ジェット式記録装置の支点位置Ｐ３から端部の位置Ｐ４までの鉛直方向Ｄ４における距離
Ｌ２とは同じである。
【００５９】
　従って、本実施形態のインクジェット式記録装置１のホッパー８に載置された用紙Ｓの
鉛直方向Ｄ４に対する傾斜角度は、比較例のインクジェット式記録装置のホッパー１００
に載置された用紙Ｓの鉛直方向Ｄ４に対する傾斜角度と同じである。
【００６０】
　また、本実施形態のインクジェット式記録装置１のホッパー８が回動軸８３を支点とし
て回動する角度は、比較例のインクジェット式記録装置のホッパー１００が回動軸１０５
を支点として回動する角度と同じである。
【００６１】
　鉛直方向Ｄ４において、図９（ａ）の本実施形態のインクジェット式記録装置１が設置
された面から回動軸８３までの高さは、図９（ｂ）の比較例のインクジェット式記録装置
が設置された面から回動軸１０５までの高さと同じである。
【００６２】
　また、副走査方向Ｄ２において、図９（ａ）の本実施形態のインクジェット式記録装置
１の外装カバー２の正面端部の位置から回動軸８３までの距離は、図９（ｂ）比較例のイ
ンクジェット式記録装置の外装カバーの正面端部の位置から回動軸１０５までの距離と同
じである。
【００６３】
　本実施形態の第１用紙サポート７が、移動部８６の端部８７より給送方向Ｄ１における
上流側の位置に設けられ、用紙Ｓはホッパー８と第１用紙サポート７とによって支持され
る。同様に、比較例の第１用紙サポート７が、移動部１０１の端部１０４より給送方向Ｄ
１における上流側の位置に設けられ、用紙Ｓはホッパー１００と第１用紙サポート７とに
よって支持される。
【００６４】
　図９（ｂ）の比較例では、ホッパー１００に備えられた移動部１０１の端部１０４は、
回動軸１０５の給送方向Ｄ１上流側の位置に設けられている。それに対して、図９（ａ）
の本実施形態では、ホッパー８に備えられた移動部８６の端部８７は、回動軸８３の給送
方向Ｄ１下流側の位置に設けられている。
【００６５】
　これにより、鉛直方向Ｄ４において、本実施形態の回動軸８３の支点位置Ｐ１から柱状
突起９２までの距離Ｌ４は、比較例の回動軸１０５の支点位置Ｐ３から柱状突起１１１ま
での距離Ｌ６より短い。
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【００６６】
　従って、鉛直方向Ｄ４において、本実施形態のインクジェット式記録装置１の案内溝９
０の位置は、比較例のインクジェット式記録装置の案内溝１１０の位置より低い位置に設
けられる。
【００６７】
　また、副走査方向Ｄ２において、本実施形態の回動軸８３の支点位置Ｐ１から柱状突起
９２までの距離Ｌ３は、比較例の回動軸１０５の支点位置Ｐ３から柱状突起１１１までの
距離Ｌ５より短い。
【００６８】
　従って、副走査方向Ｄ２において、本実施形態のインクジェット式記録装置１の案内溝
９０の位置は、比較例のインクジェット式記録装置の案内溝１１０の位置より正面側すな
わち副走査方向Ｄ２下流側に移動した位置に設けられる。
【００６９】
　図１０は、比較例におけるホッパー１００に開口部１０８が形成された部分の拡大斜視
図である。図１０の比較例における固定エッジガイド１０６に備えられた用紙押さえ部１
０７と対向する領域には、開口部１０８が形成されている。開口部１０８は、型を用いて
樹脂材料によってホッパー本体１０３と用紙押さえ部１０７とを一体的に成形する際に設
けられるものである。
【００７０】
　図９（ｂ）の比較例における移動部１０１の給送方向Ｄ１上流側の端部１０４は、回動
軸１０５より給送方向Ｄ１上流側に位置する。比較例の用紙押さえ部１０７の給送方向Ｄ
１における位置は、本実施形態の用紙押さえ部８２の給送方向Ｄ１における位置と同じで
ある。
【００７１】
　従って、給送方向Ｄ１において、図１０の比較例の端部１０４から用紙押さえ部１０７
までの距離は、図５の本実施形態の端部８５から用紙押さえ部８２までの距離より長い。
そのため、本実施形態で設けたような切り欠き部を設けると、給送方向Ｄ１における切り
欠き部の長さが長くなってしまう。
【００７２】
　そのため、使用者が用紙Ｓをホッパー１００に載置しようとするときに、用紙Ｓの先端
が切り欠き部の給送方向Ｄ１上流側端部に当接してしまう虞がある。そこで、比較例のホ
ッパー１００のホッパー本体１０３には、開口部１０８が設けられている。
【００７３】
　図１０は、第１用紙サポート７が比較例のホッパー１００の背面側に収容された状態を
示す。図９（ｂ）の第１用紙サポート７を比較例の案内溝１１０に沿って、鉛直方向Ｄ４
下側に移動させるとき、第１用紙サポート７の突起部７０は、図１０のホッパー本体１０
３の端部１０４に当接しないように、案内溝１１０をホッパー１００の背面側に設けなく
てはならない。
【００７４】
　そのため、比較例の案内溝１１０の位置は、本実施形態の案内溝９０の位置より背面側
すなわち副走査方向Ｄ２上流側の位置に設けなくてはならない。
【００７５】
　以上、本実施形態で説明した図２のインクジェット式記録装置１における給送装置３０
は、用紙Ｓを載置する載置面８４ａ，８６ａと、回動軸８３と、を有し、回動軸８３を支
点として回動することにより、載置面８４ａ，８６ａに載置された用紙Ｓを給送ローラー
１０に当接させるホッパー８と、ホッパー８の給送ローラー１０と反対側の位置で、ホッ
パー８と協働して用紙Ｓを載置する載置面７１を有する記録媒体支持板としての第１用紙
サポート７と、第１用紙サポート７を、用紙Ｓを載置する状態から移動させて、ホッパー
８の給送ローラー１０と反対側の位置で、第１用紙サポート７を立設させた状態で支持す
る支持部としての案内溝９０と、を備える。
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　給送装置３０において、ホッパー８の載置面８４ａ，８６ａの給送ローラー１０と反対
側の端部８５，８７は、回動軸８３から給送ローラー１０側に位置する。端部８５，８７
は、回動軸８３の外形長さ分を含む位置にあってもよい。
【００７７】
　図１１は、回動軸８３方向すなわち主走査方向Ｄ３から見た図で、ホッパー８の外形Ｇ
（実線で囲まれた形状）と、第１用紙サポート７を、図８（ａ）の用紙Ｓを載置する状態
から、図８（ｃ）の立設させた状態に移動するまでの移動領域Ｍ（網がけで示し破線で囲
まれた領域）と、を示す図である。
【００７８】
　給送装置３０において、図１１に示すように、ホッパー８の回動軸８３方向から見た外
形Ｇと、第１用紙サポート７の回動軸８３方向から見た移動領域Ｍとが重なり、かつ、ホ
ッパー８の載置面８４ａ，８６ａの給送ローラー１０と反対側の端部８５，８７は、移動
領域Ｍと重ならない。
【００７９】
　このような構成によれば、第１用紙サポート７を立設させた状態で支持する支持部であ
る案内溝９０の位置をより給送ローラー１０側に設定できる。そのため、案内溝９０によ
って、インクジェット式記録装置１の背面部に立設させた状態で収容した第１用紙サポー
ト７の位置を、インクジェット式記録装置１のより正面側に設定することができる。従っ
て、給送装置３０及び給送装置３０を備えたインクジェット式記録装置１が大型化するこ
とを抑制できる。
【００８０】
　また、第１用紙サポート７には、載置面７１と直交する方向に突起し、複数の用紙Ｓの
幅方向を規制する幅方向規制部としての突起部７０が備えられ、ホッパー本体８４の給送
ローラー１０と反対側には、幅方向における突起部７０の位置に切り欠き部８９が形成さ
れている。
【００８１】
　この構成によれば、第１用紙サポート７が用紙Ｓを載置した状態から、立設した状態に
移動するとき、第１用紙サポート７の突起部７０が切り欠き部８９を通過することができ
る。そのため、立設させた状態で第１用紙サポート７を支持する支持部としての案内溝９
０の位置をさらに給送ローラー１０側に設定できる。
【００８２】
　本実施形態では、インクを噴射する記録ヘッド１８を備え、画像を形成するインクジェ
ット式記録装置１について説明したが、感光体を備え、レーザーなどの照射光によって画
像を形成する記録装置にも適用する。
【符号の説明】
【００８３】
　１…インクジェット式記録装置、７…第１用紙サポート、８…ホッパー、９…筐体、１
０…給送ローラー、１１…リタードローラー、１２…戻しレバー、１３，１５…搬送ロー
ラー、１４，１６…従動ローラー、１７…キャリッジ、１８…記録ヘッド、１９…ガイド
軸、２０…用紙支持部、７０…突起部、７１…載置面、７２…案内溝、７３…柱状突起、
８３…回動軸、８４…ホッパー本体、８４ａ…載置面、８５，８７…端部、８６ａ…載置
面、８９…切り欠き部、９０…案内溝、９１…係止部、９２…柱状突起、Ｓ…用紙。
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